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相模原台地の地下水温の推移

亀崎　 誠＊1・河尻 清和＊2

＊1 相模原市自然環境観察員　＊2 相模原市立博物館

第 3水源の地下水温について、座間市のホームページに
掲載されている 2006 年度から 2015 年度までのデータを
用いて第 1水源の水温と比較を行った。過去の年間平均
気温については相模原市中央区のデータ（相模原市情報
政策課，1961 ～ 2015）と海老名市のデータ（気象庁のホ
ームページ）を利用した。

4　調査結果
（1）地下水温の年推移
　第 1水源は図 2～ 4 に示すように位置的に相模原段丘
から流れてきた地下水を取水している。この水源は 1955
年に竣工しており、浅井戸、RC 構造で内径 8m×深さ
8m、計画取水量 20,000m3/ 日である（座間市上下水道局、
2016）。竣工時から水質検査を実施しているが、水温は
1967 年から測定している。地下水温は月一回測定してお
り、その水温データを年別の平均水温にしたのが表 1で

１　はじめに
　現在の相模原市中央区と南区の湧水の水温は 16 ～ 18
℃程度であるが、古い山葵栽培の資料や古老からの聞き
取りなどから推定される昭和 20 年頃の湧水温は現在より
低かった可能性がある。辻本（1937）によると、1936 年
の相模原台地の井戸の深さ 10m以深の地下水温は約 15
℃であり、また、嶋田ほか（1978）によれば、1977 年の
相模原台地の井戸の深さ 15m以深の地下水温は、約 15
～ 16℃（平均 15.5℃）である。相模原台地の地下水温の
時代変化を明らかにするために、相模原台地の地下水を
水道水として利用している座間市の水道用水源井戸の過
去の地下水温を調査した。また、温暖化による地下水温
の上昇が検証されていることから（小倉，2000）、過去の
年間気温と地下水温の上昇傾向を比較した。

２　相模原台地について
　相模原台地は図 1に見られるように相模川中・下流部と
多摩丘陵に挟まれた地域に位置し、相模川の堆積作用や
浸食作用によって形成された扇状地がもとになった河成
段丘である。台地は上段から相模原面、中津原面、田名
原面、陽原面に分けられる。台地上は相模川によって運
ばれた堆積物の上に富士山や箱根山などからの噴出物を
中心とする火山灰層（関東ローム層）によって覆われて
いる（町田，2009）。
　地下水は主に関東ローム層の下位の礫層中を図 2のと
おり流れている（座間市地下水保全連絡協議会，2012）。 
この地下水は井戸水に利用され、段丘崖からは湧水とし
ても流れ出している。この湧水は有史以来、生活用水と
して利用されてきた。また過去にはワサビ栽培にも活用
されてきた。

３　調査方法
　過去の相模原台地の地下水温については、座間市の水
道用水源井戸のデータを座間市水道施設課より提供して
いただいた。提供していただいたのは、座間市栗原中央
5丁目にある第 1水源の 1967 年から 2015 年までの地下
水温データである。また、座間市栗原にある第 2水源と
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図 1　相模原台地の北中部の地形。相模原市地形・地質調査会
（1986）を一部改変。
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0.7℃～ 2.7℃であった（表 2、図 6）。第 2 水源、第 3 水
源も同じ一帯の水源であり（図 3）、3ヶ所の水源の水温
を比較したところ、3ヶ所の水源ともほぼ同一の水温と
なった（図 7）。

ある。年別平均水温は 1970 年以降上昇している（図 5）。
近似式の傾きは 0.0448 であり、1年当り 0.0448℃、10 年
当り 0.448℃の上昇であった。また 1967 年～ 2015 年の測
定値の中から任意抽出した 1985 年、1991 年、1999 年、
2006 年、2013 年の地下水温の年較差を求めたところ、
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図２　座間市周辺の地下水の流れ。座間市地下水保全連絡協議
会（2012）を一部改変。

図３　座間市の第 1～ 3水源の位置。国土地理院地理院地図を
もとに作成。

図４　座間市の地質断面図。座間市地下水保全連絡協議会（2012）を一部改変。
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（2）年間平均気温の推移
　相模原市の 1960 ～ 2015 年の年間平均気温と海老名市
の 1979 ～ 2015 年の年間平均気温を表 4 と図 8 に示す。
相模原市、海老名市の気温は年々上昇しており、相模原
市の近似式の傾きは 0.0445 となった。この傾きは、1年
で 0.0445℃、10 年で 0.445℃の上昇となる。海老名市の
近似式の傾きは 0.0345 となった。この傾きは 1 年で
0.0345℃、10 年で 0.345℃の上昇となる。

（3）地下水温と平均気温の推移の比較
　図 9に第 1水源の水温と海老名市、相模原市の平均気
温の推移を示す。第 1水源の水温と海老名市、相模原市
の平均気温の近似直線は 1.2 ～ 1.5℃の間隔で平行して上
昇していた。また、相模原台地の地下水温は 1936 年が約
15℃（辻本，1937）、1977 年が 15.5℃（嶋田ほか，1978 年）
であり、これらの値も図 9にプロットした結果、1977 年
の地下水温は第 1水源の近似式の線上に乗っていた。な
お、1936 年の地下水温の値は辻本（1937）の図 7の 10m
以深のプロット値の平均値である。また、1977 年の地下
水温の値は嶋田ほか（1978）の表 1に掲載されている値
のうち、15m以深の地下水温の平均値である。

表 1　座間市第 1水源の年別平均水温。単位は℃。

図５　座間市第 1水源の年別平均水温の推移。

表２　座間市第 1水源の水温の年変化。単位は℃。
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その地点の年平均気温よりも 1～ 2℃高いのが一般的で
ある（山本，1983；飯田 ,1993）。第 1 水源の深さは 8m
であり、地下水温の年較差は 0.7℃～ 2.7℃と年によって
異なるが、比較的大きいので（表 2）、第 1水源は恒温層
の深さには達していないと考えられる。第 1水源の水温
と相模原市中央区の気温との差は 1960 年から 2015 年の
平均値で第 1水源の水温が 1.4℃高い結果となった。
　平均気温、平均地下水温ともに年毎上昇しており、両

５　まとめ
　浅い開放式の井戸の水温は外気温の影響があるとされ
るが（山本，1983）、当水源は取水量が多く、常に地下水
が井戸内に供給されるため外気温の影響が少ないと考え
られる。地下の水温は周囲の地温とほぼ等しく、地表面
に近い地温は日変化や年変化があるが、一定の深さにな
ると地温の年変化がなくなる。この層を恒温層と呼び、
その深さは日本では 10 ～ 20mである。恒温層の地温は、
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図６　座間市第 1水源の年別月別平均水温の推移。

図７　座間市第 1～ 3水源の年度別平均水温。

表３　第 1～ 3水源の水温比較。単位は℃。2012 年度以前のホームページ公開データが年度平均のため年度単位で扱う。
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たためと考えられる。
　以上のことから、相模原台地の地下水温が 1970 年以前
は現在の地下水温より 2～ 3℃低く、その後の気温に比
例して上昇したと考えられる。

謝　辞
　地下水温の長期間の推移データを得ることは通常困難
であるが、今回、座間市水道施設課には、座間市の水道

者の近似式の傾きはよく似ている（図 9）。このことから
第 1水源の水温の上昇は気温の上昇が原因の可能性があ
る。 辻本（1937）のデータから求めた 1936 年の相模原
台地の地下水温は約 15℃であり、第 1水源の近似式から
求めた値 13.8℃より高い値である。これは、第 1水源の
水温が 1967 ～ 1970 年は約 15℃であることとあわせ考え
ると、1936 ～ 1970 年は相模原台地の地下水温は約 15℃
とほとんど一定で上昇しておらず、1970 年頃から上昇し
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図８　相模原市と海老名市の年間平均気温の推移。

表４　相模原市中央区と海老名市の年間平均気温。単位は℃。海老名観測所の標高 18m、相模原市中央区の標高 124m。
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用水源井戸の過去の測定書類の調査をしていただき、そ
の貴重な水温データをご提供していただいた。本論をま
とめるに当たって、相模原市自然環境観察員湧水部会の
井口建夫氏、岡野博氏にご指導していただいた。なお、
相模原市環境保全課から相模原市の井戸のモニタリング
情報をご提供いただいたが、地下水温データが外気温の
影響を受けている、また、測定が年 1、2回であることか
ら信頼できる結果が得られず、当報告書に記載出来なか
ったことを付記する。以上の方々及び関係機関に深く御
礼申し上げます。
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